乱れた心
ローマ人への手紙 1:18-32
ローマ人への手紙におけるパウロの冒頭の論証は、聖書全体の中でも人間の道徳的失敗について最も鋭く分析したものの一つです。創造主を人類が拒絶したことから始めて、彼は不信仰から完全な道徳的盲目へと着実に堕落していく過程をたどります。性的な罪、特に同性愛者やレズビアンの行動を強調するという彼の決定は、恣意的でも偏見に基づくものでもありません。むしろそれは、人々が神についての真理を拒絶したときに生じる無秩序を完全に示しています。
1. 知識から否認へ
パウロはまず、自然啓示を通して人類が神について十分な知識を持っていると述べます。それは、創造そのものに見られる神の存在と力の証拠です。しかし、人々は神を敬ったり感謝したりする代わりに、「不義によって真理を押さえ込んでいる」（18節）のです。堕落への最初の一歩は無知ではなく、反逆です。
この明白な事実を拒むことは、霊的な暗闇へと導きます。人々が創造主の権威を認めることを拒むと、創造されたものそのもの――自然や動物、あるいは自分自身――を礼拝し始めます。神の真理を偽りと取り替えた結果、何が善で自然なものであるかを認識できなくなります。
2. 内なる腐敗の目に見える象徴
この時点で、パウロは霊的腐敗の鮮明な例として、同性愛行為に目を向けます。その行為自体が罪の出発点なのではなく、内面で起きた交換、すなわち神が設計されたものの目に見える逆転の外面的なしるしなのです。
偶像礼拝において、人間は創造主を被造物と交換します。同性愛においては、身体の自然な秩序を不自然なものと交換します。どちらも同じ反逆の表れです――神の御心を最終的なもの、また良いものとして受け入れることを拒むのです。パウロが「交換する」という語を繰り返し用いていること（23、25、26節）は、人間の性の道徳的な歪みと、偽りの礼拝の神学的な歪みとを結びつけています。
3. 被造の秩序に対する反逆
創世記1–2章から、人間の性は男性と女性の相補性として示されています。それは、神の秩序と創造の目的を物理的に反映するものです。男性と女性の結婚は、生殖のための生物学的な設計を満たすだけでなく、多様性の中にある一致を象徴し、神の関係的な性質の一つの像でもあります。
この秩序の代わりに同性間の関係を置くことによって、人類は、私たち自身の身体に書き込まれた神の知恵の最も基本的な証拠を否定します。このように、同性愛行為は偶像礼拝と完全に道徳的に対応します。どちらも、創造において自明なものを拒み、それを人間の好みに置き換えるからです。
4. 最終段階 ― 堕落した思い
パウロは、「神は彼らを堕落した思いに引き渡された」と述べて結論づけています（28節）。これは堕落の最終段階を表しています。人々がもはや道徳的に判断する能力を持たなくなった時です。「乱れた思い」は、もはや善と悪を見分けることができません。罪は非難されるのではなく、称賛されるようになります。
これが、パウロが自分のリストを、「そのようなことを行うだけでなく、それを実践する人々に心から同意している」と言って締めくくる理由です（32節）。喪失は全面的です――道徳的にも、霊的にも、理性的にも。神のかたちに造られた人類は、創造や良心という鏡の中に神を見ることができなくなっています。
結論
パウロが同性愛に言及しているのは、単一の罪に対する孤立した非難ではなく、不信仰の結果についての神学的な声明です。男性が創造主としての神を敬うことを拒むと、最終的に創造におけるあらゆる秩序の感覚を失います。それには、自分自身の身体と関係における自然な秩序も含まれます。
使徒の働きの警告は厳粛です。真理の抑圧が導くのは自由ではなく空しさであり、啓蒙ではなく暗闇です。福音――キリストにおける神の義の啓示――だけが、乱れた思いの影響を逆転させ、人類をその造り主との正しい関係へと回復させることができます。
